
平成 30年度高体連備中支部高等学校総合体育大会（軟式野球競技）第二代表決定戦 2018年 05月 16日 

 矢掛高校 VS 倉敷工業高校     ＠うぐいす球場 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 

倉 工 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2 

矢 掛 0 0 0 0 0 0 0 0 0    0 

矢 花岡、森上 ― 小池                    文責：國定 和佳（普通科総合コース３年） 

 

負けたら敗退となる第二代表決定戦の先発マウンドには、２年生右腕の花岡（木之子中）が上がる。 

 

1回表、倉敷工業高校の攻撃。先頭打者に四球で出塁され、犠打も決められる。二死からさらに四球を与え、二

死ながら一・三塁となる。ここで、捕逸の間に１点を先制される。 

1回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の赤木（小北中）が四球により出塁する。一死から赤木が盗塁を決めチャンスを

作る。さらに小川（真備中）が四球により出塁するも、後続凡退し、同点ならず。 

2回表、倉敷工業高校の攻撃。この回は花岡がリズムを取り戻し、三者凡退。 

3回裏、矢掛高校の攻撃。一死から赤木が内野安打で出塁する。そしてこの日二個目の盗塁を決め、悪送球の間

に三塁を狙うが、相手の好返球で走塁死。続く大山（小北中）が右前打を放つも盗塁を刺される。 

4回表、倉敷工業高校の攻撃。二死から四球を与えるも次打者を抑える。 

4回裏、矢掛高校の攻撃。一死から真砂（木之子中）が左前打を放ち出塁する。続く三澤（真備中）が犠打を決

める。点を奪いたい矢掛高校だが次打者が凡退し、無得点。 

6回表、倉敷工業高校の攻撃。二死から失策で走者を背負うが次打者を抑える。 

6回裏、先頭の赤木が四球により出塁するも、点につながる安打が打てずこの回を終える。 

7回表、倉敷工業高校の攻撃。先頭打者を失策で出塁させ、犠打で初回以来の得点圏に走者を背負う。二死から

打ち取ったかに思えた打球を落球し、一・三塁となる。さらに、四球で二死満塁のピンチを迎えるも、

花岡が粘りの投球を見せ、二飛に打ち取り、この回を無得点に抑える。 

7回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の三澤が四球により出塁し、森上（総社西中）の進塁打で二塁へ。ここで代走；

佐藤孝太（木之子中）が送られる。続く中村が絶妙のバントヒットを決め、さらに盗塁で、一死二・三

塁の大チャンスを迎える。なんとしてでも点を奪いたい矢掛高校だが、三振と左飛で得点を挙げること

ができない。 

8回表、倉敷工業高校の攻撃。ここで矢掛高校投手の変更。森上をマウンドへ。森上は先頭打者に四球を与えて

しまうも後続を抑え、反撃を待つ。 

9回表、倉敷工業高校の攻撃。一死から先頭打者に四球を与えてしまう。二死から、この試合初となる左前打を

放たれ一・三塁。ここで、痛恨の悪送球が生じ、１点を奪われ、２点差で最後の攻撃へ。 

9回裏、矢掛高校の攻撃。相手の好投により三者凡退に抑えられ、試合終了。 

 

 

矢掛高校は２対０で倉敷工業高校に敗北し、岡山県総合体育大会に出場することはできなかった。今回の試合で

は、被安打が１本ながら、失策がことごとく失点につながり、２点を失った。またチャンスを作ってもあと一本

が出ず点につながらなかった。今回の敗戦で、このチームで残す公式戦は夏の選手権大会のみとなった。目標で

ある全国大会優勝にむけて、あと少しの期間しか残されていないが、ミスをしない守備とチャンスに強い打撃力

を高めていきたい。 

応援してくださった方々ありがとうございました。夏の選手権大会に向けてこれからも頑張りますので、応援を

よろしくお願いいたします。 



今シーズンの勝敗    

１９勝７敗３分 


